
（別紙３）

〜 2024年 12⽉ 30⽇

（対象者数） 50 （回答者数） 29

〜 2024年 12⽉ 30⽇

（対象者数） 15 （回答者数） 15

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

外出やイベントだけではなく、SSTやアプリチャレンジ等の
取り組みも、もっと発信出来るようにする。

2

今後もご相談がありましたら、こちらで出来る限り配慮し
ていく。

3 集団で取り組んでいるので、個々のレベルに合わせたねら
いを定めていく必要がある。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

ブログやアプリ通信でもどんどん情報発信を⾏っていく。

2

町内会で⾏われている情報を掲⽰板等で調べて、外出活動
に取り⼊れていく。

3

毎年10⽉に⽗⺟会または交流会を実施します。

○事業所名 アプリ児童デイサービス不動前

○保護者評価実施期間 2024年 12⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

2024年 12⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 1⽉ 16⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

⽗⺟会・交流会の実施をする。 コロナ緊急事態宣⾔以降、⽗⺟会・交流会を実施していませ
ん。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ご利⽤者様に向けての避難訓練等の活動報告 連絡帳の記載で終わらせてしまっているので、該当⽇にご利
⽤が無かったご利⽤者様には伝わっていない。

地域住⺠との連携不⾜ コロナ後に以前参加していたお祭り等が減ってしまい、活動
に参加する機会が少なくなってしまった。

事業所で⾏われている情報の公開。 「アプリ通信」やアメブロの更新を定期的に⾏っており、⾵
通しのよい施設運営を⼼がけている。

保護者様との連携 契約時や⾯談時の際に送迎時間や⽀援⽅法など保護者様とお
話した際に出来る限りご要望に沿えるようにしている。

SSTの取り組み。
年間でねらいを定めて、それに沿って内容を決めて⾏ってい
る。
2か⽉間同じ内容を⾏うことで般化を⽬指している。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


